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１．目 的 

橋梁におけるマネージメントシステム（B.M.S.）の重要性が高まりとともに，近年，橋梁計画から維持管理 

の各段階でライフサイクルコスト（L.C.C.）や耐久性に配慮した構造や施工法が採用されるようになっている． 

しかしながら，維持管理の最前線からみると，点検作業については合理的に進められ，また，点検結果につい 

ては一定の評価基準に基づいて判定されデータが蓄積されるようになってきているものの，点検結果に基づく 

補修設計や補修施工については損傷が複雑・多様化していることや橋梁毎に発生状況が異なることもあるが， 

対症療法的に処理されており，統一的な考え方は確立されていない状況にある．新設へのフィードバックとい

う点ではなおさらである．本報告は，このような現状に鑑み，都市環状道路，都市間道路等の高架道路橋を多

数抱える管理範囲を対象にした B.M.S.確立に向けた第１段階として，既存橋梁の管理実態，既往の L.C.C.試

算プログラム等について分析を試みるととともに，管理実態，特に点検結果に基づく劣化曲線の試算方法を提

案するとともに，試算結果を示したものである． 

２．維持管理の現状 

 対象とする管理区間のうち，B.M.S.の考え方を用いた維持管理の適用が急がれる路線（橋梁数約1,000 径間） 

を対象に，実態分析を試みた．対象区間は他の管理区間と同様にほぼ同一時期に建設された高架道路橋である． 

図1に分析結果を示す．橋種としては，約47%がH 型鋼単純合成桁，約40%がPC 単純プレテン桁である。また，

既に建設時期が早いH型鋼単純合成桁についてはRC 床版補強（縦桁増設）とノージョイント化（鋼主桁連結）

が施工されている．図2と図3 は点検結果からH 型鋼合成桁のRC 床版について損傷度（判定ランクを項目別に

点数化して径間単位で集計）を抽出した結果である．縦桁増設区間についてもRC床版の劣化は進行している．

また，径間により損傷度はばらついているが，供用期間の増加に伴い損傷度が高くなっている． 
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図 1 管理数量と補修工法区分の分析結果 
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図 2 床版劣化度分布 
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３．経年劣化を考慮した L.C.C.試算 

 1990 年代から L.C.C.試算を試みた 

検討・研究が数多く報告されているが， 

筆者が知る限り L.C.C.試算プログラ 

ムとして汎用化されたのは，2000 年 

代前半の新設鋼橋と既設鋼橋を対象 

とした(社)日本橋梁建設協会による 

もの，新設 PC 橋を対象とした(社) プ 

レストレストコンクリート建設業協 

会によるもの程度である．これらプロ 

グラムは，構成部材の寿命を既往の研 

究事例に基づく経験値から一定（例え 

ば，RC 床版の寿命を 50 年）として

定めている他，橋梁形式や供用環境別

に試算条件が選定されるように作成されており，簡便に各種の供

用環境で供用される橋梁の L.C.C.を試算できる点で非常に優れ

たプログラムである．図 4 は H 型鋼合成桁を対象にこれらのプ

ログラムの考え方を用いてL.C.C.を試算した結果である.当然の

ことながら，橋梁の仕様や供用環境の条件が特定される一方，経

年劣化は考慮されないから，特定の時期に集中的に維持管理費が

必要になるとの結果が得られる．ここでは，経年劣化を考慮する

因子として累計大型車交通量に着目して RC 床版の疲労耐久性の

試算を試みた．すなわち，RC 床版の点検結果からひび割れが発

見され始めた時期（供用約 30 年）に試算

寿命（IC 間の累計大型車交通量）が一致す

るように，既往の研究事例 1)～2)に従って

RC 床版の SN 線図を仮定して，現時点にお

ける代表的な 4IC 間の寿命，累積被害と各

種補修工法の期待寿命を RC 床版の損傷度

が一致する疲労寿命を求め，表 1 に一覧に

した．交通量により劣化程度は当然異なる．

図 5 はこのうち，A-B，B-C 間について補

修適用時期を変えて試算した結果である．

補修時期が遅れた場合，上面増厚等のより

寿命が長い補修工法の適用が必要になる． 

４．今後の課題 

以上，既往の研究成果や管理実態から劣

化曲線を試算した．試算結果は一例である

が，本手法を適用することで供用期間を考慮した L.C.C.試算が可能であると考えられる．今後，各補修工法

のコスト算定等，L.C.C.試算に必要な他の項目について試算を進める予定である． 
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表１ 累積被害と寿命試算結果 
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図５ RC 床版の劣化予想曲線 
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ノージョイントによる維持管理費縮減効果大！
未施工区間の早期推進が重要！
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延命化と予防保全が重要！

図 4 L.C.C.試算結果 
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